



























































































































































































































































































































































別支援学級は 3 クラス）で、特別支援学級以外の全ての学年の音楽を担当している。低学年は週 2 時間、
中学年は週1.5時間、高学年は1.2時間である。他に専科は図工があり担当時間は同じである。週の受けも
つ時間は少なく感じられるが、6 学年全ての授業の準備を行わなくてはならないため、それに費やす時間
もある。専科教員は他に週 2 ～ 3 時間、全学年の生活科や総合の授業の補助に割り当てられている。ま
た、生活科見学や社会科見学、遠足や移動教室等の引率も専科教員はある。これまで勤務した小学校はな
かった。つまり、学校の規模によって専科教員は専科授業以外のことも行っているということである。前
任校は全校児童800余名という大規模校で各学年 4 クラスあり、音楽も図工とも専科教員 2 名（専任 1 名
＋講師 1 名）の体制で 2 ～ 6 年を指導していた。在職期間中に受けもつ学年の体制が変わったが、在職最
後の 1 年間は音楽の専任は 2 名になり、各教員 2 年は 2 クラス（4 クラス中の半分）、3 ～ 6 年は中学年・
高学年とも各 1 学年（全 8 クラス）を受け持った。週時間に換算すると16時間くらいであろうか。
Y氏：担当時間数：4 年生（週大体 2 時間× 4 クラス）年間約60時間になるよう微調整、5 年生（1.5時間
× 3 クラス）年間約50時間になるよう微調整、6 年生（1.5時間× 3 クラス）年間約50時間になるよう微
調整、基本として音楽の専科教諭は私（Y氏自身）のみ。（大規模校では専科 2 名の学校もあり）1 年生
























①　 混声 4 部合唱を表現豊かに指導する力（かなり歌唱の専門性が要求される）⇒ 1、2 年生は混声 3 部
















































 1 文部科学省が告示する初等教育及び中等教育における教育課程の基準を指す。 
 2 6 学年各 4 曲ずつが割り当てられているが、これまで改訂されてきた学習指導要領においても、約30
年間においてこれら24曲の変更がないまま今日に至っており、時代に合わないという批判もある。 







 6 2017年 6 月に改定された文化芸術基本法の施行に基づき、文化庁は遅くとも2021年度中に京都移転を
予定している。 
 7 令和元年 6 月10日に文部科学省の教育課程部会で配布された資料12を指す。部会メンバーは大学教
授、中高の校長や教育委員関係者及び企業関係者がいる。 
 8 F.バイエル（1806 ～ 63ドイツ）は作曲家・ピアニストで1850年にピアノ奏法入門書としてその名を
冠した教則本を記した。日本では明治期の西洋音楽導入期にテキストが持ち込まれ、今日においても
初歩学習者のバイブルとなっている。 
 9 学校教育専攻のみの課題である。保育専攻は童謡や子どもの歌が課題となっている。 
 10 技術的な困難さを容易にした編曲でありコード伴奏や単音伴奏もこれに含まれる。 








 13 「公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律」のことを指す。 
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